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３Ｒ推進団体連絡会と自主行動計画３Ｒ推進団体連絡会と自主行動計画

３Ｒ推進団体連絡会の結成３Ｒ推進団体連絡会の結成：：20052005年年1212月月

第一次自主行動計画（第一次自主行動計画（20062006～～20102010年度）年度）
 （（20062006年年33月公表）月公表）

容器包装リサイクル法改正の審議過程容器包装リサイクル法改正の審議過程容器包装リサイクル法改正の審議過程

事業者の役割
の徹底・深化

事業者の役割
の徹底・深化

主体間連携の
強化

主体間連携の
強化

第二次自主行動計画（第二次自主行動計画（20112011～～20152015年度）年度）
 （（20112011年年33月公表）月公表）
２



ⅠⅠ．．事業者事業者によるによる３Ｒ推進３Ｒ推進に向けたに向けた自主行動計画自主行動計画

20152015年度推進目標年度推進目標

●●軽量化・薄肉化による使用量削減軽量化・薄肉化による使用量削減（数値目標）（数値目標）

●●適正包装の推進適正包装の推進
●●詰め替え容器の開発詰め替え容器の開発

●●リユースびん市場開拓など容器別のリユースびん市場開拓など容器別の
 取り組み取り組み

●●消費者意識調査など連携強化に向けた消費者意識調査など連携強化に向けた
 取り組み取り組み

●●回収率・リサイクル率の向上回収率・リサイクル率の向上（数値目標）（数値目標）

●●容器包装のリサイクル性の向上容器包装のリサイクル性の向上
●●消費者への消費者へのPRPR・啓発・啓発

●●集団回収等の多様な回収の拡大に向けた集団回収等の多様な回収の拡大に向けた
 研究・支援研究・支援
３



ⅡⅡ．主体間の連携に資する取組み．主体間の連携に資する取組み

消費者に対する普及啓発活動や、各種調査・研究活動への参画・実施を

 通じ消費者・自治体・国等との連携に資する取組みを展開します。

容器包装廃棄物の３Ｒ推進普及啓発のため、容器包装廃棄物の３Ｒ推進普及啓発のため、

●●情報共有、意見交換の場の充実情報共有、意見交換の場の充実

●●
 

PRPR・啓発事業の継続・啓発事業の継続

●●調査・研究事業の実施調査・研究事業の実施

●●情報提供・普及啓発活動情報提供・普及啓発活動

●●調査・研究調査・研究

●●サプライチェーン事業者間の連携サプライチェーン事業者間の連携

４



数値目標の進捗状況数値目標の進捗状況

容器包装の軽量化はさらに進展容器包装の軽量化はさらに進展

概ね目標に向けて進展、または高水準の維持概ね目標に向けて進展、または高水準の維持
 が図られるが図られる
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リデュースリデュース 軽量化・薄肉化等による使用量削減軽量化・薄肉化等による使用量削減（数値目標）（数値目標）

素材素材
20152015年度目標年度目標

（（20042004年度比）年度比）
20112011年度実績年度実績

20062006年度からの年度からの

累計削減量累計削減量

ガラスびん
1本あたりの平均

重量を

２．８２．８％％軽量化軽量化
２．０２．０％％ １１７１１７千トン千トン

PETPETボトルボトル
指定ＰＥＴボトル全体

 で１０％１０％の軽量化の軽量化

効果効果
１０．５％１０．５％ ２３９２３９千トン千トン

紙製容器紙製容器
包装包装

総量で総量で８％８％のの
削減削減

６．９％６．９％ ５０４５０４千トン千トン

プラスチック製プラスチック製
 容器包装容器包装
削減率で削減率で
１３％１３％

１０．４％１０．４％ ５２．５千トン５２．５千トン

６



リデュースリデュース 軽量化・薄肉化等による使用量削減軽量化・薄肉化等による使用量削減（数値目標）（数値目標）

素材素材
20152015年度目標年度目標
（（20042004年度比）年度比）

20112011年度実績年度実績
20062006年度からの年度からの

累計削減量累計削減量

スチール缶スチール缶
11缶あたり平均重缶あたり平均重

 量で量で４％４％軽量化軽量化
４．７４．７%% ９５千トン９５千トン

アルミ缶アルミ缶
11缶あたり平均重缶あたり平均重

 量で量で３％３％軽量化軽量化
３．０％３．０％ ４２．５４２．５千千トントン

飲料用飲料用
紙容器紙容器

牛乳用500ml

 紙パックで

３％３％軽量化軽量化
０．３％０．３％ ４１トン４１トン

（2011年9月から削減）

段ボール段ボール
11㎡㎡あたりの重量あたりの重量

をを1.51.5％％軽量化軽量化 ２．５％２．５％ ６７５千トン６７５千トン

７



リサイクル率・回収率等の維持・向上リサイクル率・回収率等の維持・向上（数値目標）（数値目標）

素素
 

材材 指 標
2015年度

目標
2011年度

実績

ガラスびんガラスびん
リサイクル

 率
(ｶﾚｯﾄ利用率)

7070％％以上
(97％以上)

69.669.6％％
(95.7％)

PETPETボトルボトル リサイクル率 8585％％以上 85.885.8％％

紙製容器包装紙製容器包装 回収率 2222％％以上
20.720.7％％

（内、行政収集

 15.5％）

プラスチックプラスチック
製容器包装製容器包装

再資源化率 4444％％以上 40.640.6％％

８



リサイクル率・回収率等の維持・向上リサイクル率・回収率等の維持・向上（数値目標）（数値目標）

素素
 

材材 指 標
2015年度

目標
2011年度

実績

スチール缶スチール缶 リサイクル率 8585％％以上 90.490.4％％

アルミ缶アルミ缶 リサイクル率 9090％％以上 92.592.5％％

飲料用紙容器飲料用紙容器 回収率 5050％％以上 42.942.9％％

段ボール段ボール 回収率 9595％％以上 96.296.2％％

報告書Ｐ４
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連携のための共同の取り組み連携のための共同の取り組み
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み

20122012年度年度
 

容器包装３Ｒ推進フォーラム容器包装３Ｒ推進フォーラム
 

inin 仙台仙台

フォーラムの開催フォーラムの開催

●開催：開催：20122012年年1111月１月１・２・２日日

仙台市青年文化センター仙台市青年文化センター

●●自治体、消費者および事業者自治体、消費者および事業者
122122名名の来場者。の来場者。

●●東北大学大学院教授東北大学大学院教授
吉岡敏明氏による基調講演吉岡敏明氏による基調講演

消費者・自治体・事業者が連携の形を共に模索消費者・自治体・事業者が連携の形を共に模索

●●「あるべき容器包装３Ｒ制度」など「あるべき容器包装３Ｒ制度」など
３つの分科会３つの分科会
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み フォーラムの開催フォーラムの開催

●●全体会：各分科会からの報告と討論

１日目午後１日目午後

第１分科会 あるべき容器包装３Ｒ制度～情報交換会～

第２分科会 容器包装の機能と役割（プラと紙を中心に）

第３分科会 災害時における容器包装等の収集・処理

20122012年度年度
 

容器包装３Ｒ推進フォーラム容器包装３Ｒ推進フォーラムin in 仙台仙台

●●３３つの分科会での自治体の方々や消費者との意見交換。つの分科会での自治体の方々や消費者との意見交換。

２日目２日目

●●プラ容器包装中間処理委託企業、プラ容器包装中間処理委託企業、
 震災ガレキの仮置き場・仮設焼却施設震災ガレキの仮置き場・仮設焼却施設

 の見学会に、の見学会に、4242名の参加名の参加
見学会（井戸搬入場）写真 １２



八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み ３Ｒセミナーの開催３Ｒセミナーの開催

●●容器包装に関する自治体・市民・事業者の取組み等の情報交換と容器包装に関する自治体・市民・事業者の取組み等の情報交換と
啓発の場の提供啓発の場の提供

●●３Ｒ活動にあたっての問題解決や協働の取組みのきっかけづくり３Ｒ活動にあたっての問題解決や協働の取組みのきっかけづくり
を目指して、３Ｒ推進セミナーを開催。を目指して、３Ｒ推進セミナーを開催。

20122012年度年度 『『容器包装３Ｒ連携容器包装３Ｒ連携
 

市民セミナー市民セミナーin in 札幌札幌』』

●●2012.9.32012.9.3：札幌エルプラザ：札幌エルプラザにて開催
 

参加者
 

約115名

●●基調講演：基調講演：海道大学大学院工学研究院教授海道大学大学院工学研究院教授
 

松藤敏彦氏松藤敏彦氏

●●当連絡会による活動報告当連絡会による活動報告

●●パネルディスカッションパネルディスカッション
““市民・行政・事業者が市民・行政・事業者が

協働して何ができる？協働して何ができる？””
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み ３Ｒリーダー交流会３Ｒリーダー交流会

20112011年度から年度から20122012年度にか年度にか
け、都内の消費者リーダーのけ、都内の消費者リーダーの
方々が、一般消費者にいかに方々が、一般消費者にいかに
リサイクルを伝えるかを考え、イリサイクルを伝えるかを考え、イ
ベント等で使える講座プログラベント等で使える講座プログラ
ムを作成ムを作成

3R3R推進市民リーダー育成講座推進市民リーダー育成講座

●●消費者と事業者の連携の基礎づくり・相互理解促進、情報発信消費者と事業者の連携の基礎づくり・相互理解促進、情報発信

●●キーパーソン育成・支援キーパーソン育成・支援

●●具体的連携のためのプログラムづくり具体的連携のためのプログラムづくり
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み ３Ｒリーダー交流会３Ｒリーダー交流会

リサイクルの基本「地域版」ワークショップリサイクルの基本「地域版」ワークショップ

●●3R3Rリーダー交流会の成果の１つ：リーダー交流会の成果の１つ：

小冊子「リサイクルの基本」小冊子「リサイクルの基本」

●●
 

「川崎市民版」を市民リーダー「川崎市民版」を市民リーダー
 中心に作成中心に作成

１５



八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み 公開ヒアリング公開ヒアリング

■容器包装３Ｒ制度研究会の公開ヒアリング実施■容器包装３Ｒ制度研究会の公開ヒアリング実施

●●20102010年度より「容器包装３Ｒ制度研究会」を実施年度より「容器包装３Ｒ制度研究会」を実施
 （座長：神戸大学石川教授）（座長：神戸大学石川教授）

→消費者や自治体、学識者を交えた意見交換→消費者や自治体、学識者を交えた意見交換

●●20122012年度、年度、公開ヒアリング公開ヒアリングをを
 継続的に実施、議論を深める継続的に実施、議論を深める

●●20112011年度に主要論点の概要をまとめ年度に主要論点の概要をまとめ
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み 展示会への出展展示会への出展

エコプロダクツエコプロダクツ

20122012年度は、年度は、1212月月1313～～1515日日
東京ビッグサイトで開催東京ビッグサイトで開催

2011年度

2007年度

１７



共同の取組共同の取組
 

小冊子「リサイクルの基本」の配布小冊子「リサイクルの基本」の配布

●●市民リーダーとの共同作業の成果「リサイクルの基本」市民リーダーとの共同作業の成果「リサイクルの基本」

全国市町村に配布全国市町村に配布

ホームページでの公開ホームページでの公開

希望する自治体、市民団体等に無償配布希望する自治体、市民団体等に無償配布

●●八素材の容器包装の３Ｒの知識を分かりやすく網羅八素材の容器包装の３Ｒの知識を分かりやすく網羅

●●累計累計６，０００部以上６，０００部以上の配布実績（の配布実績（20122012年年1111月現在）月現在）
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八団体共同の取り組み八団体共同の取り組み ホームページによる情報発信ホームページによる情報発信

●●2008年5月開設

●●これまでの活動報告、「リサイクルの基本」などの情報提供

●●「容リ法見直し審議にあたっての提言」も掲載
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ありがとうございました。

３Ｒのさらなる推進に向け、
引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。

おわりにおわりに

２０



参考資料参考資料
各団体個別による取り組み紹介各団体個別による取り組み紹介
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各団体の取り組み各団体の取り組み ガラスびんガラスびん

• びんリユース促進のための取り組み
– 自治体や事業者等の多様な関係者が連携した、地域型びん

 リユースシステムの構築に取り組む

郡山市容器リユースモデル実証事業

｢十万馬力新宿サ

 イダー｣の開発サ

 ポート事業
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各団体の取り組み各団体の取り組み ガラスびんガラスびん

• ＷＥＢサイト等での情報発信

• 再資源化量の拡大に向けた取り組み
– 全国自治体の分別収集の実態調査アンケートを実施

– 自治体別住民1人当たり収集量の集計・分析

– あきびんの品質向上に取り組んでいる全国自治体の取り組

 み事例を「ホームページ」で紹介

←「リターナブルびんポータルサイト」

軽くなったびん入り商品を紹介↓
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各団体の取り組み各団体の取り組み ＰＥＴボトルＰＥＴボトル

• リデュースへの取り組み成果
– 2011年度：主要17品種ごとに目標値を設定した中での10容器で、

 目標を達成する成果

– 削減効果量が計画を21.8千トン上回る68.7千トン、軽量化率

 10.5％を達成

• リユースに近い“ボトルtoボトル”への取り組み
– 2011年度から、メカニカルリサイクルＢtoＢ（物理的再生法）によ

 る商品導入が開始
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各団体の取り組み各団体の取り組み ＰＥＴボトルＰＥＴボトル

• 再生フレーク使用量調査を実施

自動車内装材（自動車関連） カーペット（インテリア） 防草シート（土木資材）

• 各種ＰＲ・啓発事業、海外技術調査等の展開

「知ってほしいペットボトルのこと」
Polyester ＆ PET Chain 2012での発表（2012年2月16日）２５



各団体の取り組み各団体の取り組み 紙製容器包装紙製容器包装

• 紙製容器包装３Ｒ改善事例集第５版を発行
– 会員団体企業を中心に事例提供

– 業界全体のレベルアップの促進、及び主体間連携のための情報

 提供ツールとして活用・配布

– 環境配慮設計の考え方を掲載

• 平成17～23年度の
 活動・調査結果を

 まとめた報告書も
 発行
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各団体の取り組み各団体の取り組み 紙製容器包装紙製容器包装

• 回収率算定のための実態調査を実施
– 組成分析、家庭モニター調査等

• 識別マーク周知のための広報を推進
– 分かりやすく、合理的で高品位な分別の推進に向け、

 識別マークについて提言案を検討

• アルミ付き飲料用紙パックの回収促進
– 市民団体との協働による「酒パックリサイクル促進協議会」の

 活動を支援

– 小売酒販店を主体とした回収拠点「エコ酒屋」

– 酒造メーカーで発生する損紙のリサイクルシステムの構築
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各団体の取り組み各団体の取り組み プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装

• 環境配慮設計と３Ｒ事例
– リデュースや環境配慮設計への日頃の取り組みの成果を、

 第4版３Ｒ事例集としてまとめ

– 2008年～2010年迄の事例も、併せて掲載

• 提言（案）を取りまとめ
– 容リ法見直しに向け提言案を作成

– これを基に、数多くの主体との意見交換

 を積極的に実施
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各団体の取り組み各団体の取り組み プラスチック製容器包装プラスチック製容器包装

• 自治体アンケート調査を実施
– 2010～2011年の2年間の調査結果を公表

– アンケートの調査結果などを情報提供し、自治体との交流を

 促進

• 第6回自治体と事業者の交流会を開催
– 「プラ容器包装リサイクルについての相互理解を深め、連携・

 協働へ」をテーマに、2012年2月に開催

• プラ推進協セミナーを開催
– 制度見直しの論点、処理方法などを

 テーマに、計３回のセミナーを開催
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各団体の取り組み各団体の取り組み スチール缶スチール缶

• 協働型集団回収セミナーの開催
– 「協働型集団回収」に関する調査を５年間かけて実施

– 「協働型集団回収マニュアル」を約２千ケ所に配布

– 全国各地でセミナーを開催

• 主体間連携型の調査を実施
– スチール缶等の分別収集・処理・再資

 源化状況調査

– 離島・山間部でのリサイクル状況実態

 調査

– 店頭回収・拠点回収状況調査

– スチール缶の他規格混入再資源化実

 態調査
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各団体の取り組み各団体の取り組み スチール缶スチール缶

• 普及啓発広報活動の展開
– 広報用ポスターにてリサイクル推進の普及啓発

– 広報誌等による先進的環境情報の提供

– ホームページによる最新情報の提供

– 施設見学会を実施

– 受入・出前授業の実施

– スチール缶リサイクルポスターコンクールを実施

– 環境イベント等への出展

• 社会貢献としての支援事業
– 集団回収の推進支援

– 環境教育の推進支援

– 震災活動への支援

– 国際貢献

• 散乱防止・美化キャンペーンを実施
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各団体の取り組み各団体の取り組み アルミ缶アルミ缶

• リデユースの取り組み
– 飲料メーカーと共同で

 形状変更を継続的に実施

• リサイクルの取り組み
– 回収拠点登録制度

– 優秀校・優秀回収協力者表彰

– 協会への訪問学習受入

– 展示会等への資料配布

など

蓋 径

缶胴厚

底形状

いずれも

 縮小

 

いずれも

 縮小
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各団体の取り組み各団体の取り組み アルミ缶アルミ缶

• 調査研究
– アルミ缶リサイクルフロー（毎年度）

– 自治体の回収実態アンケートの実施

• 集団回収支援
– アルミ缶回収優秀校（小・中学校）表彰

– アルミ缶回収協力者
 （一般）表彰

– 優秀回収拠点表彰

– ３Ｒ推進功労者等表彰
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各団体の取り組み各団体の取り組み 飲料用紙容器飲料用紙容器

• 牛乳パックのリデュース
– 500ml牛乳パックの軽量化へ

 の取り組み

• 品質保持、運搬時の中身保護等
 の確保

• 紙パック再利用・再活用啓発の取り組み

– 牛乳パックで『遊ぶ学ぶ』
 コンクール
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各団体の取り組み各団体の取り組み 飲料用紙容器飲料用紙容器

• 地域の回収力を高める取り組み
 ～市民・自治体・事業者の連携～

– 紙パックリサイクル促進地域会議

– 紙パックリサイクル講習会

– ステークホルダー会議

– 環境キャンペーンの拡充と識別マークに
 標語と展開図を付記

– 紙パック回収ボックスの提供（20,000個）

• 教育や学習の場における
 活動推進

– 全国で牛乳パックリサイクル
 出前授業を実施
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各団体の取り組み各団体の取り組み 段ボール段ボール

• 段ボールのリデュース

– 大きく削減が進行

– 第二次目標を修正
 予定

• リサイクルの推進、リサイクルマークの表示促進

– 回収率は95％を上回る水準を維持

– 国際段ボール協会（ICCA）における世界共通のリ
 サイクルマーク表示は90％以上を維持
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各団体の取り組み各団体の取り組み 段ボール段ボール

• 家庭から排出される段ボールの調査
– 家庭への経路について2011年9月に調査

• 店舗購入商品梱包48.4％、通販商品梱包16.9％、贈答品15.4％、

 など

• 普及・啓発活動の展開
– 可茂衛生施設利用組合（岐阜県可児市）

 「ささゆりグリーンパーク」でのイベント時の

 リサイクル啓発展示

– 環境学習センター「アスエコ」（岡山市）での

 イベント「大恐竜展inアスエコ～恐竜から

 学ぼう！地球の環境～」に児童向け

 リサイクルパンフレットを提供

– エコプロダクツ2011への出展
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了
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